
Library　and　lnformation　Science　No．　31　1993

さまざまな属性からみた学術雑誌の定義

Definition　of　Scientific　Journals

森　　岡　　倫　　子

　Tomoko　Moorioka

E6s％物6

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　survey　the　definition　of　scientific　journals　and　its　pro－

perties．　54　properties　of　scientific　journals　were　indicated　and　divided　into　4　categories　（edit－

ing，　format，　content　and　use）．　46　properties　of　173　journals　（sample：　covered　by　SCI，　SSCI，

texts　in　English　and　held　by　either　Keio，　Waseda，　or　Tokyo　University）　were　examined・

New　definition　of　scientific　journal　is　analyzed．

　1．学術雑誌の定義とその問題点

　　A．学術雑誌の条件

　　B．広i義の学術雑誌と狭義の学術雑誌

　　C．学術雑誌の定義の問題点

II．学術雑誌の属性

　　A．学術雑誌の生産過程

　　B．学術雑誌の利用過程

III．学術雑誌の属性の調査

　　A．調査目的と調査方法

　　：B．各属性の結果

1V．学術雑誌の定義の新しい条件

　A．既存の定義と調査結果の比較検討

　　B．学術雑誌の定義の新しい条件

　　　1．学術雑誌の定義とその問題点

A．学術雑誌の条件

科学の発展と共に，学術雑誌は学術社会において，学

術情報の主要な流通メディアとして発展してきたD。学

術雑誌は“近代科学の特色に適合したメディア”1）であ

り，査読制によって高い水準の掲載内容を維持する信頼

性の高い情報源である2）。この学術雑誌なしには現代の
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さまざまな属性からみた学術雑誌の定義

第1表　逐次刊行物，定期刊行物，雑誌，学術雑誌の条件
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学術社会の情報流通は成立しないと言えよう。

　また，学術雑誌に関する調査研究も数多く行われてい

る。学術雑誌が果たしている機能の分析，学術雑誌の生

産過程や利用状況の調査，重要な学術雑誌の選定，学術

雑誌間の関係の分析などであり，それぞれかなりの成果

を収めているo

　このように，学術雑誌は非常に重要なメディアであり，

またよく知られ研究されているものである。しかし，学

術雑誌には明確な定義がない。学術雑誌は「学術的な雑

誌」であり，雑誌の下位概念であることは明らかで，こ

れは一般的な学術雑誌の定義となっているが，より具体

的な定義，条件を考えると，研究者によって様々なもの

となっている。そして“明確に定義したものは見あたら

ない”3）ともいわれる。

　非常に重要なメディアである学術雑誌の定義が，今だ

にあいまいなままであるということは，問題であろう。

このような状況において，本稿では学術雑誌の定義を，

実際に学術雑誌を調査して具体的に検討することを目的

とする。これによって学術雑誌研究の基礎を固めること

ができるのではないかと考える。

　まず，現在多くの研究者によって規定されている定義

を検討する。第1表にまとめたのが，学術雑誌とその上

位概念の定i義である。逐次刊行物（seria1）の下位概念に

定期刊行物（periodical）があり，その下位概念として雑

誌（journal，　magazine）がある。これらの定義に関わる

条件は，4つのグループに分けられる。刊行形態，掲載

内容，編集方法，読者である。

　学術雑誌の定義の一部である「雑誌」の定義は，刊行

形態については「短い間隔で刊行されるもの」である。

この間隔は，週1回から年2回という考え方が多い3・4）。

掲載内容では複数の記事が掲載されており5），“複数の執

筆者の思想，報告，創作などの知的生産物”3）を含むも

のである。編集方法と読者については，編集者と対象読

者が一定であることが挙げられている5）。

　このように規定された「雑誌」のうちの「学術的なも

の」である学術雑誌では，「雑誌」の定義に新たな条件が
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第1図　学術雑誌に掲：載される内容

加わる。まず，刊行形態は雑誌との違いはほとんどな

い。ただし調査によっては，速報性を維持するためには

年4回以上の刊行回数が必要と見なしている場合もあ
る6）。

　もっとも大きな違いは，掲載内容の違いである。学術

的であることが求められる1）。論文が中心であること，

その論文が原著論文であり，オリジナルな知見を含むこ

と7），自由投稿の論文であること7），レフェリーによって

質が保証された論文であること1・7），使用言語が英語で

あること8）などがいわれる。

　例えば『ALA図書館情報学用語事典』では，学術雑

誌に近い意味の語として「journal」を，“定期刊行物で

あり，特に学術論文（scholary　articles）を掲載している

か，特定分野の研究開発の最新動向を知らせるもの”9）

と定義している。一方，学術的でない内容を掲載する一

般雑誌としては，「magazine」の語のもとに，“一一般性の

ある内容を持つ定期刊行物で，別々の著者による異なる

主題についての記事を掲載している”9）としている4）。ま

た，高山ら10）は学術雑誌を“アカデミック・コミュニケ

ーションのフォーマル・メディアとして，投稿された学

術的な一次情報をもとに，原則としてレフェリーによる

査読を経た原稿を掲載し，主として，大学，研究所，学

協会などで発行される雑誌”と定義している。そしてそ

れに対する「専門・実用雑誌」を“経済，産業界におい

て，業務遂行に必要な情報を広く関係者間に伝達するた

めのコミュニケーション・メディアとして，編集者の企

画，依頼による執筆原稿をもとにする雑誌”としている。

これは，“学術雑誌とは異なった種類の情報を異なった

プロセスで扱う情報伝達メディア”とされ，“経済，産

業，社会の様々な目的に応じて，科学共同体における学

術雑誌同様，重要な情報伝達メディア”である10）。

　編集方法に関しては，刊行，編集責任者が学術団体ま

たは研究者であり1），主として大学，研究所，学協会な

どで発行され10），投稿された原稿を査読して掲載するこ

とがある1・4・10）。学術雑誌は“自己規制であるレフェリー

制度”7）によって質をコントロールしているとされる。

　対象として想定される読者については，その頒布の制

度が予約購読制であることが挙げられる。二次資料に収

録されることも間接的な評価として挙げられている8）。

　B．広義の学術雑誌と狭義の学術雑誌

　学術雑誌の定義は，前節で取り上げた様々な条件で成

り立っている。もっとも広い意味の学術雑誌は，第1表

での必ず満たす条件のみで定義される。もっとも限定的

な意味では，第1表の各論のある条件を全て満たすもの

となる。この，広義の定義と狭義の定義との違いは，主

に掲載内容と編集方法に基づくものである。このうち，

掲載内容に注目した図が第1図である。ここでは，学術

雑誌に掲載される内容を，オリジナルな知見を中心とす

るものとそうでないものの2つのグループにまとめた。

　オリジナルな知見を中心とする記事には，原著論文，

レター，症例報告などがある。これらは投稿され，審査

されてから掲載されるものが多い。

　これらの記事の中でもっともよく掲載されるものは原

著論文である。原著論文は研究者が研究結果を発表する

ための形態である。審査された原著論文を掲載する雑誌

は，情報の記録，情報の伝達，業績の公表という機能を

持っている11）。これは以下のような機能である。新しい
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研究成果が原著論文として雑誌に公表されることは，公

式に記録が形成されたことになる。その内容は雑誌とい

う媒体によって伝達される。また，学術雑誌では審査を

行っているので，形成された公式な記録はその質が認定

されたものであり，その研究者の業績となる。

　このような機能を持つオリジナルな知見を中心とする

雑誌は，著者としての研究者からみると“研究発表と業

績認定のための情報メディア”であり，読者としての研

究者からみると“新しい研究成果を遅れずに確実に知る

ための手段”である4）。

　もう一方のオリジナルな知見を中心としない記事とし

ては，レビュー・解説が主である。これらは原稿が依頼

されて掲載されるものが多い。レビューは，ある主題へ

の初期参入者の教科書的読み物としての機能を持ち，ま

た，特定主題に関する文献探索にも有効である12）。これ

らはレビュー専門誌以外にも掲載される。レビュー専門

誌には，年間を通じてのその分野の研究の概括として刊

行される年鑑年報，Advancesものがある3）。

　他に掲載されるものとしては，文献案内，書評などが

ある。これらは，読者の便宜を計り，その主題に関する

新しい情報を提供し，情報流通を促進する。学会誌では，

学会員に関するニュースや学会の日程案内，内容報告，

学会で発表された研究の抄録なども掲載される。これら

は学会発表を予定している研究者にとって重要な情報で

あり，また学会に出席できなかった読者にとってはその

内容を知る手がかりとなる。

　以上のように，オリジナルな知見が中心でない雑誌

は，読者としての研究者にとって，通常の業績の発表手

段ではない。しかし新しい領域について研究を始める際

の手がかりであり，学術社会における動向，ニュースを

得る情報源である。

　このように，学術雑誌に掲載される記事はさまざまで

ある。第1表の定義の全ての条件を当てはめると，これ

らの中の「原著論文のみを掲載する雑誌」が狭義の学術

雑誌となる。この場合，学術雑誌は図の右上部分のみと

なる。また，この原著論文は投稿され，審査されたもの

でなければならない。次に，広義の学術雑誌は，「学術的

な内容を掲載する雑誌」であり，図の全ての掲載記事を

含むものとなる。この場合編集方法の限定はない。

　C．学術雑誌の定義の問題点

　これまでに，学術雑誌の定義とされるものを述べてき

た。学術雑誌の明確な定義は今だに存在しないが，定義

の条件は多数存在し，その組合せによって広義と狭義の

定義があることを述べた。この学術雑誌の定義には，以

下の2つの問題点がある。

　第一には，刊行頻度，掲載内容などの定義に当てはま

るための条件の組合せが完全ではないことである。現在

学術雑誌と呼ばれているものは，これまで述べてきた条

件を全てが満たしているわけではない。特に，「学術的な

内容を掲載する雑誌」という広義の定義については分野

の違いはあまり問題ないが，「原著論文のみを掲載する雑

誌」という狭義の学術雑誌の定義を満たすものは，数少

なく，分野によってはあまりないと考えられる。学術雑

誌の定i義は，厳密に適用すると，分野によっては学術雑

誌がなくなってしまうこともある8）といわれている。

　第二の問題点は，この定義が学術雑誌の一部の面しか

条件として取り上げていないことである。学術雑誌の定

義は，刊行頻度，掲載内容，編集方法，読者の4つの面

それぞれからの条件の組合せで成り立っている。しか

し，学術雑誌はこれ以外にも多くの面を持っている。例

えば実際の雑誌の誌面，その体裁などはこの定義では全

く考慮されていない。

　本稿では，以上で述べた問題点を踏まえて学術雑誌の

定義を検討する。学術雑誌の定義としては，まずは’じめ

には広義の「学術的な内容を掲載する雑誌」としておく。

そして，学術雑誌の生産から利用までの経過において，雑

誌の持つ特徴にはどのようなものがあるかを列挙する。

本稿では，この刊行頻度，編集方法などの学術雑誌の持

つ特徴を，学術雑誌の属性と呼ぶ。これらの属性は学術

雑誌の定義を構成するものである。次に調査を行なう。

学術雑誌と考えられるサンプルの雑誌を選択し，列挙し

た属性について実際に調べる。そして最後に，調査結果

と現在の定義を比較検討し，分野に関わらず適用できる

定義を分析する。また，これまで検討されなかった新し

い側面が定義の条件と成り得るかどうかを考察する。

　なお，索引誌，抄録誌は本稿で検討する対象としての

学術雑誌とはしない。これらの雑誌は，利用者が必要と

する情報への手がかりのみを提供する。そのため，学術

的な内容を掲載し，提供する面よりも，文献探索のため

の道具としての面が強いためである。

II．学術雑誌の属性

A．学術雑誌の生産過程

本章では，学術雑誌が持つ属性をその生産から利用へ

の流れにおいて取り上げる。その際，次章の調査で対象
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キーワード

抄録
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第2図　学術雑誌の生産とそれに関わる属性

とする属性を「」で示す。

　学術雑誌の生産過程と，それに関わる属性を第2図に

示す。図の上の部分は，生産過程に関わるものとその活

動の内容をまとめたものであり，下の部分はその活動に

おいて見いだされる属性を並べたものである。既存の定

義の条件のうち，刊行形態と編集方法は編集に関する属

性に，掲載内容は掲載内容に関する属性に対応する。形

態に関する属性に対応する既存の定義の条件はない。そ

れぞれの属性について以下に述べるQ

1．学術雑誌の編集作業

　a．学術雑誌の生産者：「編集機関の種類」

　学術雑誌を生産する機関は様々であり，その目的も，

出版社のように商業主義に基づくもの，学会のようにあ

る分野の知識や技術の情報伝達を目的とするものなどが

ある13）。発行機関が学術団体であることは定義の一つと

してすでに挙げられている。主要な発行機関は学協会，

商業出版社，教育：機関などである。

　学協会は学術雑誌のもっとも有力な編集発行機関であ

る。アメリカ，イギリスの調査では，もっとも多い割合

を占めているといわれる。アメリカでは，学術雑誌と技
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術雑誌全体の発行者のうち38％を占めもっとも多い14）。

しかし，実際の出版業務については，他の機関，特に商

業出版社に委託する学会がかなりある13）。

　学会は．ofncial　journa1，学会誌などの「名目」を持

つ雑誌を発行しており，会の内部での交流を促進してい

るが，一方投稿する人の「資格」を制限している場合が

ある。また，複数の会誌を発行する学協会もある。日本

においては英文誌の発行が多い。また，理工学分野の多

くの学会では，投稿原稿のみからなる論文誌と，編集者

の企画が中心で主として依頼原稿からなる会誌とを発行

している5）。外国でも，会の活動に関心を持ってもらう

ため，各種の二次雑誌が発行されている13）。

　商業出版社は学協会に次いで有力な編集機関である。

各誌に分野の権威をメンバーとした国際的な編集委員会

がおかれ，各国からの投稿論文を査読し掲載している。

主題分野としては，既存の学協会が対象としないような

境界領域や非常に専門的な分野を対象とすることが多

い13）。使用言語は英語である。商業出版社は第2次大戦

後，新しく開かれる分野を対象に国際誌を次々と創刊し，

科学の拡大と英語の市場の拡大とともに発展した15）。

　第三の機関の教育機関は，アメリカでは18％を発行

するが14），イギリスでは少ないという13）。日本では，大

学や研究機関が発行する紀要がある。紀要は研究目的の

雑誌であり，他誌では採用されにくい長い論文を掲載で

き，また若手研究者の発表の場でもある。分野によっ

ては重要な位置を占める，優れた紀要も数多く存在す

る16）。しかし問題としては，母体組織から得ている刊行

費用の援助分を消費するために雑誌を刊行するという，

目的と結果が逆の状況が生まれること，学部や学科とい

う規模では執筆者が限定され投稿が少ないことなどがあ

る4）o

　学術雑誌の編集機関としては，この他にも政府及び研

究機関，非営利機関，産業・商社機関などがある13）。

　以上のような学術出版を行なう機関にとって，もっと

も大きな問題は経済的なものである。出版計画によって

は収入を得ることも可能ではある13）といわれるが，物価

の上昇によって雑誌作成コストは上昇している。図書館

予算の抑制，容易になったコピーなどからの購読数への

影響がみられ13），出版者は購読料の値上げ，ページ料金

の導入などで対応している17）。

　購読料金の「価格設定」は，読者によって段階をつけ

ている雑誌が多い。図書館の購読料は個人の購読料より

も急激に上昇しているという17）。図書館は個人よりも購

入する際の選択基準が厳しくないこと，資金があること

などがその理由である。他には，海外の購読者への割増

料金や，学生割引，学会の会員割引などもある。

　「ページ料金」は，論文掲載の際に論文著者から徴収す

る料金である。任意という規定が多いが，これを払った

論文を出版のスケジュールにおいて優先しているといわ

れ，投稿者に間接的な圧力を加えているという17）。

　この他に，編集機i関が決定する項目として基本的なも

のに，「創刊年」と「刊行頻度」がある。

　b．生産する場：出版国と言語

　「出版国」がどこであるかは，その雑誌がどのように流

通されるかに関わってくるが，それよりももっと大きく

関わるのは「使用される言語」である。

　学術雑誌の定義の一つとして，英語を用いていること

があったが，現在では学術情報の流通において英語が標

準語となっており，英語を母語とする国以外でも，英語

誌が数多く刊行されている。分野による差異もあるが，

一般には主要な情報流通は英語でなされている。そのた

め翻訳雑誌も刊行されている。このような状況において

英語以外の雑誌は，国際的な情報流通では役割を果たせ

ず，英語誌と英語以外の雑誌では違う性格を持つように

なっている。

　c．　生産する業務：編集作業・査読制

　雑誌の編集作業，発行業務は以下のようになる4）。

　まず，編集者は掲載内容を選定する。「論文収集方法」

は大きく分けて2種類あり，投稿制度をとらない雑誌で

は，編集者が毎号の内容を決定し，執筆したり執筆を依

頼したりしている。投稿制度をとる雑誌では，論文収集

のため「投稿規定」を提示し，それに沿った形で研究者

が投稿した論文から，適当な論文を選択する。掲載内容

が決まるとレイアウト，校正，配送などを行う。その他

に会計業務，購読者リストのメンテナンス，雑誌の広告

及び配布の促進などの業務がある。また，時期によって

は雑誌名，雑誌の体裁などを決定，変更することもあ

る。この時には，各種のマニュアル，規格などが参考と

される。

　投稿制度をとる雑誌で掲載する論文を決定する方法に

ついては，5種類にまとめられる。①無審査，②編集者

が決定，③編集委員会が決定（editorial　review），④編

集委員がレフェリーとなって査読，決定（editorial　peer

review），⑤外部の研究者をレフェリーとして依頼して

査読，決定（peer　review）である。このような査読制は

広く受け入れられているといわれる。

一一　56　一



Library　and　lnformation　Science　No．　31　1993

2．生産の方針としての規格

　規格とは，社会全体の利益のため，“利害関係者の合意

を得て作成され，公開されている技術仕様書”18）である。

これは，様々なレベルで行われている標準化活動によっ

て作成されている。学術雑誌に関する規格としては2つ

のものがある。国際レベルの国際標準化機構i（Interna－

tional　Organization　for　Standardization，以下ISO

とする）の規格では，IS　O　8－1977（E）・Oocu〃men　ta　tion－

P　resen　ta　tion　of　Periodica　lsig）が，国内レベルの規格

では，科学技術情報流通技術基準（SIST）検討会による

『SIST　O7－1985学術雑誌の構成とその要素』がある20）。

また，掲載される論文に対する規格もあり，第2図に示

すように規格は編集者，論文著者双方に影響を及ぼすも

のである。規格の効果については，規格によってイギリ

スでは雑誌のサイズが統一されつつあるという報告もあ

る21）一方で，どのくらいの編集者がこの規格を使うのか

という疑問もある22）。

　学術雑誌の規格の目的は，学術雑誌の確認，引用，記

載の際に誤りが生じないようその様式を統一すること，

学術雑誌の編集者がi雑誌を発行する際の指針となること

である。具体的には，学術雑誌の構成や記載要領に関し

て定められている20）。

　IS　O　8－1977（E）では以下のように規定されている。

雑誌の標題に続いて，各号の体裁が規定されている。「紙

面の面積」は一定でA三二を使用し，タイトル，巻号，

ISSN，発行日などを常に各号の表紙と目次の上部に記

載する。「二号立て」については，各号はそれぞれ番号を

持ち，各巻の最終号には巻末と表示する。各巻には，各

種の書誌事項の記入されたタイトルページと「総目次」

「総索引」が必要である。「年間の巻数」については，1年

に巻が複数あることが許されている。ただし1つの巻の

継続する機関を暦年月の区切りと一致させる。レイアウ

トでは「印刷方法」の，活字の統一一が規定されている。

欄外タイトルでは，雑誌をすぐ識別できるように「各ペ

ージに書誌事項」を記載する。rページ付け」は各巻で通

し番号とする。

　形態についてこの他に考えられる属性としては，「キー

ワード」「抄録」「引用の書式」がある。これは論文の規

格で規定されるものである。

3．　生産される内容：掲載内容

　学術雑誌の掲載内容は，前章でまとめたように，複数

の記事である。記事については，主題を示す「掲載論文

のタイトルや内容」と，原著論文，レビュー論文などの

形式を示す「掲載記事のタイプ」がある。

　雑誌が年間に掲載する記事の量は，「全掲載記事数」と

して示される。これは刊行頻度に影響される。また，雑

誌の1年間の「総べージ数」や，これを全掲載記事数で

割った「1記事当たりのページ数」の平均もある。1記

事当たりのページ数は記事のタイプとも関わる。

　また，論文の著者に関するものとしては，著者名，著

者の所属機関，「1論文当たりの著者数」がある。

　数式数，図表数，「色彩」「写真」は，雑誌の文章を補

うものとして掲載される。この量は，その雑誌が扱う情

報の種類，傾向によって異なってくると考えられる。ま

た，本来の雑誌の掲載内容とは少し違う性格のものとし

て，「広告」の量がある。

　引用文献に関しては，引用している資料（資料名，資

料のタイプなど），「引用数」「1論文当たり引用数」「新

規性」「引用の半減期」がある。総引用文献数と1論文

当たり引用数は引用活動が活発であるかを示す。引用の

新規性と引用の半減期は掲載内容が新しい情報を利用す

る傾向を示す。新しい情報を利用する雑誌ほど半減期の

値は小さくなり，新規性の尺度の値は大きくなる。

　B．学術雑誌の利用過程

　利用過程の概要を第3図に示す。利用に関わるものと

しては，読者，図書館などがあり，図に示すように購読・

料の負担，資料や情報の提供などの活動をしている。そ

こから導かれる属性として，図の下の部分のものがあ

る。これらの属性は，既存の定義の読者に関する部分を

含んでいる。

1．　利用者：購読者と図書館

　学術i雑誌の「購読者数」は，その雑誌の規模，影響力，

提供する情報が伝達する範囲を示している。購読者には

個人と団体が考えられる。団体の購読者には図書館があ

り，「図書館所：蔵数」という属性が考えられる。どちらも

必要とする情報を求めて学術雑誌を購読する。

　学術雑誌においては，読者は研究者であり，すなわち

学術雑誌に掲載される論文の著者でもあることが多い。

1977年にアメリカで行われた研究者2350人に対する調

査では，研究者の平均購読丁数：は5誌であった14・17）。し

かし不況の影響，コピーの普及などから購買意欲は減少

している。

　同じように，その情報を必要として購読する図書館で

も，経済的な問題が起きている。図書館では，資料購入

の予算枠の限定，図書館向けの雑誌の購読価格の上昇な
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第3図　学術i雑誌の利用とそれに関わる属性

どから，より重要な雑誌を限定して購読するようになっ

ている。図書館である雑誌を購入するということは，そ

の雑誌にそれだけの価値があると見なしていることにな

る。分担収集の進展，相互貸借の活性化などから，所蔵

数＝その雑誌の評価という図式には批判もある。しか

し，どの図書館でも現物が常に必要とされるということ

は，雑誌の価値の尺度の一つであろう。

　新しく刊行された雑誌の情報は，直接購読者へ伝えら

れる場合，図書館を経由して読者へ伝えられる場合が多

いが，その他に，二次資料に掲載されて利用者にその存

在を知らせる場合がある。この「二次資料への収録状況

（被索引機関数）」も雑誌の持つ属性である。二次資料も

図書館と同’じように，全ての雑誌の内容を掲載すること

はできない。そのため，選定され掲載されるということ

は一つの評価である。また，二次資料への収録は，新し

い情報の提供に有利であるだけでなく，蓄積され累積さ

れることによって，利用者の遡及の探索の際にも有効で

ある。

2．利用する手法としての引用

　引用という手段は被引用文献の一種の利用とされてい

る。引用された文献から引用した文献への情報の流れが

あったと見なされ，よく引用されるものは価値があると

見なされる。

　引用は，その形態が記述されており情報の伝達が明ら

かであること，そして集計可能であることから，様々な

尺度として使われている。初期の研究は1920年頃から

始まるが，1964年の引用索引Science　Citaiion　in　de　x

（以下SCIとする）の創刊，引用文献の機械可読データ

ベースの開発，雑誌単位での引用を集計した10urnal

Cita　tion　RePorts（以下JCRとする）の発行により，
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雑誌の引用データが容易に得られるようになり，引用を

用いた雑誌の研究が盛んになった。

　しかし引用分析に対する批判も多い。実際の利用の指

標としての引用文献の信用度の問題，引用の動機がその

文献の肯定のみではないこと，二次資料のように利用

されるが引用されないタイプの資料があることなどがあ

る13）。しかし，その長所が短所を上回るため，現在でも

活発に利用され研究されている。

　学術雑誌の引用に関する属性としては，まず，引用さ

れている資料という属性，つまりこの雑誌がどのような

資料に引用されているかが考えられる。雑誌間の引用関

係は，雑誌間の情報の流れを示すものである。これは雑

誌の相互関係を分析する際によく利用される。ある雑誌

の1年間の「総被引用数」は，ある雑誌に掲載されてい

る論文の情報が他の論文にどれだけ利用されたかを示

し，その雑誌の価値を計る一つの尺度となる。これを雑

誌の規模の影響を除いた形で出した尺度が「影響度（im・

pact　factor）」である。

3．利用状況と利用度減少

　ある雑誌がどのように利用されるか，どのくらい利用

されるかという利用状況は，そのi雑誌の存在意義，重要

性などを測る属性である。これには，その分野の：専門家

がその雑誌をどのように見ているかを調べ，その結果で

評価する方法がある。また，研究者の投稿する雑誌はど

れか，その分野の論文をどれくらい掲載しているかを調

べる方法もある。より簡単にできる手法としては，雑誌

の被引用回数を用いた引用分析がある。また，図書館で

の貸出，複写の利用状況なども調べられている。

　また，ある時点の研究成果を掲載している文献は，年

とともに利用されなくなっていくといわれる。この要因

としては，論文の内容がレビュー論文や単行本にまとめ

られることによって知識体系に包含されていき，元の論

文が不要になる，研究の誤りが発見される，分野の関心

の変化，文献の量の増加などがいわれる13）。利用度減少

を計る手段として，引用される回数が減少していくのに

注目し，引用分析が行われている。よく利用されるのは

引用の半減期，「被引用の半減期」と新規性の尺度であ

る。引用の半減期と新規性の尺度は，ある雑誌に掲載さ

れている引用から算出されるため，生産過程の掲載内容

の属性に含めた。

III．学術雑誌の属性の調査

　A．調査目的と調査方法

1．調査目的

　本調査では，学術雑誌の定義を検討するため，その属

性を調査する。調査対象誌は広義の学術雑誌にあたると

考えられるもので，幅広い分野からサンプルを得る。

　調査結果は，分野に関わらず適用できる学術雑誌の条

件の有無そしてまた，これまでの条件に加え得る新し

い条件の有無という点から分析される。例えば，対象誌

全てに共通の属性があれば，その属性は幅広い分野の広

義の学術雑誌が等しく持つ特徴ということになり，分野

に関わらない定義の条件の一つとして検討できるであろ

う。もし，全ての対象誌に抄録があったならば，抄録が

あるという条件は分野に関わらず学術雑誌の条件の一つ

と成り得ると考えられる。同時に，抄録の有無はこれま

での学術雑誌の定義には含まれていなかったため，新し

い側面からの定義の条件となる。

2．調査方法

　a．対象とする属性の選定

　第2表に，II章で挙げた属性の内利用するものを，デ

ータを得る資料のもとにまとめた。46項目になる・

　本調査で利用しない属性は以下のものである。学術雑

誌の定義の一つとして英語誌であることが挙げられてい

たように，使用言語は大きな属性である。英語誌とその

他の雑誌ではその影響力，利用される割合，性格が全く

異なる。英語以外の雑誌に研究を発表しても，その言語

を母語とする研究者以外にはあまり関心を持たれない。

言語の違いはそれだけで雑誌の持つ属性のかなりの部分

を決めてしまう。そのため，本調査では言語を統一し，

英語誌のみとした。

　また，主題に関わる属性は，主題に関係なく見いだせ

る定義とするため，詳しくは調査しなかった。論文のタ

イトルやその内容については，雑誌の主題を　Ulrich’s

ln　terna　tional　Periodicals　Directory（Irregular版も

含む：以下Ulrich’sとする）から調べるだけとした。

論文の著者については，1論文当たり平均著者数のみと

した。数式数，図表数は，本調査では集計せず，写真の

量のみを集計した。

　被引用の半減期は，JCRから得られるが，欠損値が多

いため除いた。引用されている資料と引用している資料

も，雑誌を対象とした分はJCRから得られるが，利用

しなかった。利用状況も，全対象誌に同じ条件で収集し
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第2表学術雑誌の属性とその情報源

情報源

雑

誌

の

現

物

いの

壱

三
）

J

C

R

そ

の

他

編集に関する属性

投稿資格

ページ料金

論文収集方法

投稿規定の有無

編集・発行機関

名目

価格設定

創刊年

刊行頻度

出版国

形態に関する属性

紙面面積

巻立て／号立て

総目次

総索引

年間巻数

印刷方法

割付

1頁目書誌事項

各頁書誌事項

ページ付け

キーワー・ド

抄録

引用の書式

掲載内容に関する属性

掲載記事のタイプ

　（サンプル）

総べージ数

原著1論文当たりペー

　ジ数

　（サンプル）

1論文当たり著者数

　（サンプル）

色彩

写真

広告

論文数

レビュー論文数

レビュー論文の割合

引用数

レビュー論文引用数

1論文当たり引用数

レビュー1論文当たり

　引用数

新規性

引用の半減期

全掲載記事数　　（SCI

　SSCIデータベース）

1論文当たり頁数

（頁数／全掲載記事数）

利用に関する属性

購読者数

被索引機関数

卜総被引用数

影響度

　図書館所蔵数

（FSCATデータベース）

Ulrich’s：　Ulrich’s　lnternational　Periodicals　Directory

JCR　　　：ノburnal　Citation　RePort

たデータがないことなどから利用しなかった。

　データの情報源としては，雑誌の現物がもっとも多い。

そのうち，掲載記事のタイプ，1論文当たり著者数，原

著1論文当たりページ数については各雑誌の1985年の第

1号をサンプルとして得る。他に利用する二次資料とし

ては，Ulrich’s，　JCRがある。　Ulrich’sから得られるも

のは雑誌の現物からも得られるものであり，Ulrich’sに

収録されていない雑誌については現物から得る。

　その他の情報源として，全掲載記事数，図書館所蔵数

についてはそれぞれ該当するデータベースを検索する。

　以下の属性については，類似のものとなっているので

説明しておく。まず，全掲載記事数は，SCIとSSCIの
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データベースを雑誌名と出版年で検索した件数である。

原著論文の他に書評，editorialなども含んでいる。し

かしJCRに掲載されている論文数は，この数より少な

い。JCRでは引用を調べるため原著論文を中心に採録

しているためではないかと考えられる。このJCRの値

は論文数という属性とした。

　1論文当たりのページ数は，全ページ数を全掲載記事

数で割ったものである。その他に，原著論文のみのサン

プルから得たものも用いた。これは書評などの短い記事

が多い雑誌では，原著論文には長いものが多くても，平

均すると1論文当たりのページ数が非常に短くなるため

である。

　b．対象分野・対象年の選定

　対象分野は，分野に関わらない定義を調べるためにで

きるだけ広いものとする必要がある。しかし，人文科学

においては学術雑誌はあまり利用されず，その引用デー

タも入手が困難である。そのため，学術雑誌が活発に用

いられている自然科学，社会科学分野とした。対象年は

1985年とする。

　c．調査対象誌の選定

①二次資料（SCI，　SSCI）に収録されている雑誌

　データ収集の際，雑誌の現物の他に二次資料をも利用

するため，対象誌はこれらの二次資料に掲載されている

必要がある。本調査ではSCIまたはSSCIのJCRか

ら，雑誌の引用，被引用のデータを得る。JCRではそれ

ぞれのデータベースの収録誌（SOURCE誌）の引用と，

収録誌に引用された雑誌（CITED誌）の被引用が掲載

されている。そのため，SCIまたはSSCIの収録誌であ

り，なおかつ被引用誌であることを対象誌の第一条件と

した。収録誌は，SCI，　SSCIのJCRのSOURCE

DATA　LISTINGから，被引用誌はJOURNALS　IN

ALPHABETICAL　ORDERから得た。
　まず，対象誌の母集団として，1985年のSCIとSSCI

の収録忌数被引用誌数とその重複，データベース間の

重複をそれぞれのJCRから調べた。　SCIでは収録誌と

被引用誌をあわせて延べ4465誌，SSCIは1485誌であっ

た。そのうち対象誌となり得る雑誌はSCIでは3089誌，

SSCIでは1296誌であり，データベース間の重複を除く

と4301誌となった。この4301誌が対象誌の母集団とな

る。SSCIとSCIの比率は約4対1である。ここからラ

ンダムに10分の1のサンプルをとった。

②英語誌

　第二の条件として，言語を統一一し，英語誌とした。前

述の方法で得たサンプルについて，DIALOGのSCI，

SSCIデータベースを検索し，掲載記事が英語のみであ

るかを確認した。その結果，サンプル中の全記事が英語

で書かれている英語誌は389誌となった。

③現物が入手可能な雑誌

　最後に，雑誌の現物を調べるため，入手可能な雑誌と

し，慶鷹義塾大学，早稲田大学，東京大学のうち少なく

とも1大学で所蔵している雑誌とした。同時に，国際的

により流通されている雑誌に絞るため，日本の大学にお

ける全所蔵四半を，NACSIS．IRのFSCATで調べ，そ

れが40館未満の雑誌は除いた。FSCATは『学術雑誌総

合目録』のオンラインデー…一・タベース版である。その結果

177誌を対象誌とした。しかし，データ収集の際に，入

手できなかったり，1985年の途中から休刊していたりす

る4誌を除いたため，対象誌は最終的に173誌になっ

た。SCI収録誌が125誌，　SSCI収録誌が44誌，双方とも

に収録されている雑誌が4誌である。

　この対象誌は，学術雑誌を収録するSCI，　SSCIや

『学術雑誌総合目録』という二次資料に収録されている。

また，日本の学術研究を目的とする図書館40館以上で所

蔵されている。この2点からは，この対象誌は学術雑誌

と見なされている雑誌といえよう。少なくとも，学術的

な内容を掲載する雑誌であるという，広義の学術雑誌の

条件は満たしていると考えられる。

　B．各属性の結果

1．　対象誌の主題分野の概要

　対象誌173誌の主題領域を第3表にまとめた。主題領

域はUlrich’sで各誌が収録されている主題の項目であ

る。10誌はIrregular版に収録されており，5誌はどち

らにも収録されていなかった。対象誌の略称と正式名称

は付録にまとめた。

　主題分野でもっとも多いのは医学で，SCI収録の42

誌と重複収録の1誌，SSCI収録の1誌で計44誌であ

る。次に多いのは生物学の28誌であり，その次は物理学

とビジネス・経済学の各11誌である。

　次に各属性の結果を以下に示す。

2．　生産過程：編集に関する属性（第4表）

　a．編集機関

　第4表に示すように，出版社が編集発行する雑誌がも

っとも多く72誌である。続いて学’協会，大学・大学関連

機関，その他研究機関となる。雑誌の名目は，oMcial

journal　（publication，　organ），　journal　of　society
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　　　　　第3表対象誌の主題領域

SCI収録誌125誌（内5誌はUlrich’s収録せず）

Ulrich’sの主題項目 雑　誌　数

自然科学全般
物理学
　核エネルギー
　音
　力学（機械学）
電気学・電気工学
通信
コンピュータ
　ソフトウェア
　コンピュータプログラミング
数学
化学
　有機化学
　物理化学
生物学
　生化学
　遺伝学
　生理学
　微生物学
　細胞学・組織学
　植物学
　動物学
　顕微鏡使用法
医学
　皮膚科学・性病学
　胃腸病学
　リウマチ性疾患
　外科
　精神医学・神経学
　血液学
　産科学・婦人科学
　ガン
　小児科学
　泌尿器科学・腎臓病学
　アレルギー学・免疫学
　眼科学・検眼
　心血管疾患
　放射線学・核医学
　感染症
　実験医学，実験技術
　抄録，書誌，統計
薬学・薬理学
獣医学
工学
　機械工学
　化学工学
　土木工学
　機械工学ほか

8
1

1

1

1

1

1

1

1

2
6
3
3
5
4
3
1

1

14
1

1

2
3
1

2
1

1

1

2
2
1

2
2
4
1

1

1

2
1

2
1

3

計11

　2
　1

計3
　3

計2

計28

計42

　3
　1

計7

Ulrich’sの主題項目 雑　誌　数

農学
地球科学
　地質学
　地球物理学
天文学
公衆衛生・安全
環境問題研究
産業の衛生・安全
軍
心理学

1

2
2

2

計5
　2
　1
　1
　1
　1
　1

SCI，　SSCI収録誌4誌

Ulrich’sの主題項目 雑　誌　数

農学　農業経済学
心理学
医学　精神医学・神経学

1

2
1

SSCI収録誌44誌

Ulrich’sの主題項目 雑　誌　数

社会科学全般
政治学
法学
　抄録，書誌，統計
ビジネス・経済学
　国際開発・援助
　マネジメント
　会計学
　出荷・仕入
　抄録，書誌，統計
運輸
住宅供給・都市計画
社会学
教育学
児童・青少年
歴史学　アジア史
人類学
地理学
図書館学・情報学
文芸・評論
言語学
医学　精神医学・神経学
心理学

2
1

5
1

1

1

2
1

2
4

計3

計11

　1
　2
　3
　2
　1
　1
　3
　1
　1
　1
　1
　1
　6

（association）などの形で，40誌にあった。ほとんどが

学協会発行の雑誌である。

　投稿資格は，165誌には明記がなかった。資格の制限

があるのはAGRON　J，　PLANT　CELL　PHYSIOLの

2誌で，制限の内容は学会員であることとなっている。

　価格規定は，無料の雑誌はなく，有料の雑誌では学会

員割引，団体料金，国外の購読者への特別料金などの規

定があった。これらのうち複数の方法を実施している雑

誌が多い。少なくとも会員割引がある雑誌は41誌，少な

くとも団体料金がある雑誌は62誌，少なくとも国外料金

の表示がある雑誌は109誌であった。この3つの方法全

てを行っている雑誌は15誌であった。なお，国外料金の

表示は，アメリカ以外で出版された雑誌にドル料金が表

示されている場合が多く，全てが差別価格制ではない。

　雑誌の投稿，掲載に関して料金を徴収する雑誌は34

誌，ないと明記のある雑誌は14誌であった。他は記述が
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第4表編集に関する属性の結果

編集・発行機関
出版社72誌 学協会　60 大学など　24 その他　17

名目 禦 なし
P33

投稿資格 明記なし

@165

制限なし　6 制限あり　2

価格設定
有料のみ　14 会員割引　41＊ 団体料金　62＊ 国外料金　109＊ 不明15 　＊：

d複あり

ページ料金
明記なし

@125
なし
P4 製

創刊年
1818－1900

@10
1901－1920

@15
1921－1940

@22
1941－1960

@47
1961－1980

@76
1981－

@3

刊行頻度
年刊7 季刊38 隔月刊　41 月刊52 年13回以上　　12 墾

出版国 アメリカ

@107
イギリス

@35
その他　31

論文収集方法
投稿以外　17 自由投稿　29 審査あり　40 ed　rev

@12
ed　peer　rev

@　35
peer　rev

@40
投稿規定の有無

毎号末100 数回詳細　46 毎号数行　8
なし
P9

ない。料金を徴：附する雑誌の内訳は，規定枚数までは無

料の6誌，ページ料金はないが論文投稿料を徴収する方

法を取る4誌，ページ料金と投稿料と両方とも徴収する

1誌である。

　創刊年の分布では，AMER　J　SCIが1818年でもっと

も古く，その次がLANCETの1823年である。もっとも

新しいJCOMP　PSYCHOLは1983年に創刊された。な

お，Ulrich’sのデータでは悪名変更があった場合は新

しく創刊されたとみなしている。

　刊行頻度の分布では，季刊誌，隔月刊誌，月刊誌が多

い。1年間の平均刊行回数は8．3回である。SSCI収録誌

では季刊誌が，SCI収録誌では隔月刊誌，月刊誌が多

い。

　b．出版国

　アメリカ合衆国107誌，イギリス35誌が多い。続いて

日本8誌，オランダ7誌，スイス4誌，スウェーデン3

誌であり，2誌以下の出版国はドイツ，カナダ，デンマ

ーク，オーストラリア，シンガポール，アイルランド，

ニュージーランドである。フランス，ロシアなどの雑誌

がないのは，英語誌に限定したためであろう。

　c．編集作業・査読制

　論文収集方法は，大きく分けると以下の6つになった。

①投稿形式でない　投稿規定，論文の受付日付がないも

　　の。17誌。年刊のレビュー誌など。

②自由投稿のみ少なくとも投稿方法が掲載されてい

　　る。数行であってもよいとした。29誌。

③少なくとも審査あり　投稿形式の雑誌の中で，投稿規

　　定にレビューするという記述があるか，受付日付が

　　受付日と受理日の2つあるもの。40誌。

④editorial　review　査読をすると書かれているが査読

　　者について全く記載がない。12誌。

⑤editorial　peer　review外部の査読者と共に編集委員

　　会が査読する。35誌。学会発行の雑誌が16誌ありも

　　つとも多い。

⑥peer　review　外部の査読者名のりストが雑誌に掲載

　　されているか，投稿規定などに外部に査読を依頼す

　　ると明記がある。40誌。出版社発行の雑誌が17誌で

　　もっとも多い。

　投稿規定は，詳しいものが毎号末に掲載されるパター

ンの雑誌が100誌であった。残りの内46誌は詳細なもの

があり，年に数回掲載の33誌，編集機関に投稿規定を請

求する10誌，数年に一度掲載される3誌となっている。

その他は，毎号数行だけの記述で詳しいものがない8誌，

全くない19誌であった。
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第5表形態に関する属性の結果

紙面面積

巻号立て

年間巻数
ページ付け

総目次

総索引

印刷方法

割付

1ページ目
　書誌事項

各ページ
　　書誌事項

キーワード

抄録

引用の書式

平均値
458．3　cm2

巻頭立て
年度一致
年1巻
忌数立て
105誌

あり

68

著者主題
　101

普通
156

1組
81

全項目
109

ほぼ完全

　35

あり

39

あり

147

文末出現順
　　76

最小値
273

巻号立て
年度一致
年2巻
頁二立て
　2日

なし
98

著者のみ

　43

写真製版
　17

2組
88

ページなし
　　32

年月ほか

　25

なし
134

目次あり

　10

文末ABC順
　　64

中央値
425

巻号立て
年度ずれ
年1－6巻
頁巻立て

　17

年刊
7

主題のみ

　7

3組
4

少し
6

著者タイトル
　のみ　85

さまざま

　1

文末その他
　　17

最大値
616

巻号立て
年度一致
年3－15巻
頁巻立て

　18

多様
8

なし
26

著者ほか

　14

なし
15

脚注併用

　9

俳号立て
年度ずれ
年1巻
品品立て

　2

数年おき

　3

なし
14

脚注
7

号立て

二号立て

　6

なし
11

2．生産過程：形態に関する属性（第5表）

　紙面面積の値は，1ページの面積である。B5版は約

468平方センチメートルであるが，これより小さい雑誌

が107誌あった。最小は273，最大は616平方センチメーー

トルである。SCI収録誌は比較的大きいものが多い。

　旧号立て・年間巻数・ページ付けば結果をまとめた。

巻号立ての雑誌が167誌，号立ての雑誌が6誌で，三号

立ての167誌中，巻の区切りと年の区切りが一致しない

ものが19誌あった。年間巻数は，1巻が113誌，2巻が

25誌で，最多はJELECTROANAL　CH　INFの15巻

である。SSCI収録誌は，　THEOR　DECISとJFAM

LAWのみが年間2巻であり，他は全て年間1巻であ

る。ページ付けでは，巻号立ての雑誌でページ付けが巻

ではなく占冠になっているものは，SLOAN　MANAGE

REVとPROBL　ECONの2誌だけであった。

　総目次は第5表に示すとおり68誌にあった。7誌では

年刊なので総目次が必要ない。総索引では，全くないも

の11誌，数年おきに掲載3誌以外は，毎年何らかの索引

があった。もっとも多いのは著者名と主題，論文表題の

索引で101誌，次に多いのは著者名だけの索引で43誌で

あった。前者はSCI収録誌に，後者はSSCI収録誌に

多い。他は，主題，論文表題だけの索引を持つ7誌と，

書評で取り上げられた資料などより詳しい索引を持つ8

誌である。

　印刷方法では，写真製版の雑誌が17誌あった。割付は

1組と2組が多く，特にSSCI収録誌は1組のものが多

い0

　1ページ目書誌事項では，雑誌名，発行年月，巻号ペ

ージ，著者論文タイトルまで全部の記載がある雑誌は

109誌であった。少なくとも雑誌名，発行年月，巻号のあ

る雑誌は32誌，残りの6誌は少なくとも雑誌名は記載さ

れていた。SCI収録誌の方がより詳しいものとなってい

る。各ページ書誌事項は，これらの項目が全部揃ってい

るか，1つ欠けている雑誌が35誌，少なくとも発行年月

がある雑誌が25誌，著者と論文タイトルのみが85誌であ

る。
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第6表掲載内容に関する属性の結果

全掲載記事数

論文数

掲載記事の
　　　　タイプ

レビュー論文数

レビュー論文の
割合

総ページ数

1論文当たり
ページ数

原著1論文当たり
　ページ数

1論文当たり
著者数

色彩

写真

広告

引用数

1論文当たり
引用数

レビュー論文
引用数

レビュー1論文
当たり引用数

新規性

引用の半減期

平均値
263．5件

平均値
148．3

原著中心
　40誌

平均値
3．4件

平均値
8．4％

平均値
1308．1頁

平均値
11．2頁

平均値
37．0頁

平均値
2．5人

白黒
149誌

なし
141

なし
50

平均値
3746．1件

平均値
34．9

平均値
745．8

平均値
110．3

平均値
O．3631

平均値
7eO

最小値
　5

最小値
　3

十ニュース
　　32

最小値
　o

最小値
　o

最小値
　82

最小値
Oe3

最小値
2．8

最小値
　1

広告カラー
　　12

少し
18

少し
107

最小値
　53

最小値
1．9

最小値
　2

最小値
2．0

最小値
。．ooo

最小値
。．o

中央値
116

中央値
　83

＋案内
　46

中央値
　o

中央値
　o

中央値
833

中央値
8．2

中央値
10．4

中央値
2．2

写真カラー
　　8

多い
14

多い
16

中央値
2067

中央値
24．5

中央値
261

中央値
90．3

中央値
O．250

中央値
6．8

最大値
9109

最大値
1617

多様
26

最大値
113

最大値
100

最大値
12483

最大値
61．6

最大値
75．0

最大値
5．8

広告写真とも

　　3

最大値
49261

最大値
309．8

最大値
7078

最大値
703．0

最大値
4．802

最大値
10．0

依頼あり

　29

レビュー論文掲載誌
　　　83誌

本文2色
　1

レビュー論文掲載誌
　　　83誌

レビュー・論文掲載誌

　　　83誌

データなし

　2誌

　キーワードは134誌にはなかった。SSCI収録誌では，

HUM　ORGAN，　SCIにも収録されているAM　J　AGR

ECONの2誌のみにある。抄録は147誌にあり，他に論

文の目次がある雑誌が10誌，論文によって異なる雑誌が

1誌あった。SCI収録誌で抄録がないのは6誌だけであ

る。

　引用の書式は，引用文献を文末にまとめ，文中での出

現順のリストとする方法が76誌でもっとも多い。次に多

いのは文末に被引用著者名のABC順のリストとするも

ので，64誌あった。他には文末のABC順のリストと注

を併用する5誌，文末に注形式で引用も並べる9誌，文

末ではあるが論文によって並べ方が異なる3誌があっ
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た。脚注の併用は9誌，脚注のみは7誌である。SCI収

録誌は文末出現順，文末ABC順リストがほとんどで，

脚注を用いている雑誌はない。反対にSSCI収録誌で

は，SCIにも収録されているJNERV　MENT　DISの

みが文末出現順リストをとっている。

3．　生産過程：掲載内容に関する属性（第6表）

　全掲載記事数の平均は263．5件，もっとも少ないのは

ADV　CLIN　CHEMとADV　HUM　GENETの5件で
ある。この2誌は年刊誌である。もっとも多い9109件は，

年14回発行されているFED　PROCである。SCI収録誌

の方がSSCI収録誌に比べて掲載記事数が多い。また，

平均論文数は148．3件である。最少はBIKEN　Jの3件，

最多はJCHEM　PHYSの1617件である。

　掲載記事のタイプには，原著論文，レビュー論文，招

待論文，短報，letter　to　editor，書評，　discussion，症

例，editorial，ニュース，文献案内などがあった。各雑

誌の記事の種類は，1985年の第1号をサンプルとして得

た。まず，原著論文，レビュー論文，短刀，technical

correspondence，症例，　discussionなど，研究者から

の投稿だけで成り立っていると考えられる雑誌が40誌あ

った。これらの記事のタイプ別の割合は，原著論文が中

心である。つぎに，編集者が掲載内容に関わっている雑

誌がある。editorial，案内，ニュー・スなどが投稿論文と

ともに掲載されている雑誌で，32誌あった。また書評，

出版物案内，会議録など何らかの案内を掲載している雑

誌が46誌，依頼論文，記事と考えられるものが掲載され

ている雑誌が29誌あった。依頼論文が掲載される雑誌は

投稿規定がないものが多い。最後に，非常に多彩な記事

を掲載している雑誌が26誌あった。これは上記のような

記事のタイプのうち，5－10種類を掲載している。依頼記

事も含んでいた。

　レビュー論文は83誌にのみ掲載されていた。全対象誌

での平均レビュー論文数は3．4件である。またレビュー

論文の割合の平均は8．4％であるが，全論文がレビュー

論文の雑誌も12誌あった。このうち8誌はAdvance

in＿，　Annual　Review　of．．．などの年刊，年2回刊の

レビュー誌である。

　総べージ数の平均は1308．1ページである。SSCI収

録誌の方が，SCI収録誌よりもページ数が少ないものが

多い。最少はBIKEN　Jの82ペー・ジ，最多はJCHEM

PHYSの12483ページである。なお，　J　CHEM　PHYS

・は所蔵図書館数，全掲載記事数も最多である。

　1論文当たりページ数は平均11．2ページで，最小値は

FED　PROCの0．3，最大値はADV　CLIN　CHEMの

61．6である。原著論文のみの値では，最小値は2．8，最

大値は75．0である。

　1論文当たり著者数はSCI収録誌とSSCI収録誌で

大きな差があった。平均は2．5人であるが，3．0人以上の

雑誌はSCI収録誌のみである。

　印刷の色彩は，本文は白黒でカラー広告があるものが

12誌，本文中にカラー写真があるもの8誌，カラー広告

とカラー写真が両方ある雑誌が3誌であった。写真は

141誌にはなかった。広告は，各号の前後1－2ページくら

いが107誌，かなり多い雑誌が16誌あった。SSCI収録誌

では，本文が2色で印刷されているHARVARD　BUS

REV以外はみな白黒であり，　GEOGR　ANN　B以外は

写真はない。

　引用数は平均3746．1件である。SCI収録誌の方が

第7表利用に関する属性の結果

図書館所蔵数

被索引機関数

遍被引用数

影響度

購読者数

平均値
105．1館

平均値
8．2機関

平均値
4116．5件

平均値
1．9573

最小値
800

最小値
　40

最小値
　Ol）

最小値
　13

最小値
。，ooo

最大値
210000

中央値
　88

中央値
　8

中央値
1235

中央値
1．215

データなし
　67誌

最大値
396

最大値
　32

最大値
75565

最大値
28．800

1）対象誌はSCIまたはSSCIには収録されているがUlrich’s，雑誌現物とも
　　にその記述がなかったもの
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SSCI収録誌よりも値が大きい。最少はPUBLIC　IN－

TERESTの53件，最多はJCHEM　PHYSの49261件
である。1論文当たり引用数は平均すると34．9件，最少

はPUBLIC　INTERESTの1．9件，最多はADV　HUM
GENETの309．8件である。同じ，くレビュー論文での引

用数は平均745．8件，レビュー一1論文当たり引用数の平

均は110．3件であり，レビュー論文はより多くの文献を引

用していることが明かである。レビュー論文の引用に関

する平均は，レビュー論文掲載誌の中でのものである。

　新規性の平均は0．3631であるが，ほとんどの雑誌は

0．4以下で，SSCI収録誌の方が値が小さい。引用の半減

期の平均は7．0年で，SCI収録誌で10．0年の値を持つの

は地質学，数学，工学などのi雑誌である。

4．利用過程に関する属性（第7表）

　対象誌の条件として図書館所：品数：40館以上としたの

で，図書館所蔵数の最小値は40である。平均所蔵二三は

105．1館である。40館だけで所蔵されている雑誌は4誌

であり，もっとも多くの図書館で所蔵されている雑誌は

396館のJCHEM　PHYSである。また，平均被索引機

関数は8．2機関で，最大値はHARVARD　BUS　REVの

32機関である。

　晶晶引用数の平均は4116．5件，最少はPROBLEM

ECONの13件，最多はJCHEM　PHYSの75565件であ

る。影響度の平均は1．9573である。SSCI収録誌の方が

SCI収録誌よりも値が小さい。

　購読者数はUlrich’sに掲載されている雑誌は106誌

で，そのうちもっとも少ないのはJMAGN　MAGN

MATERの800，もっとも多いのはHARVARD　BUS

REVの210000である。

IV．学術雑誌の定義の新しい条件

　A．既存の定義と調査結果の比較検討

　本稿では，学術雑誌の定義に加え得る，分野の違いに

関わらない条件と新しい側面からの条件をその属性から

見いだすことを目的としていた。調査では，学術雑誌の

生産から利用の過程で列挙した属性について，広義の学

術雑誌のサンプルを用いてその値を収集した。ここでは

まずはじめに属性の調査結果と1章でまとめた学術雑誌

の定義と比較する。その際，対象誌を厳密に規定するた

め，対象誌面の広義の学術雑誌と狭義の学術雑誌とを明

らかにする。

　第8表に定義の条件と調査結果，該当する雑誌数をま

とめた。表側の定義と表の中の属性の条件は，必ず範囲

が一致しているわけではないが，その傾向を持つことを

示すものを取り上げている。なお，表側の条件には学術

雑誌のみではなく雑誌，定期刊行物，逐次刊行物の定義

も残してある。これらは対象誌が雑誌であるという前提

で満たされていると考えられるが，確認のため検討し

た◎

　刊行形態に関する定義は，「同一タイトルで別々の部門

に分けて刊行され，巻号が付されている」「終刊を意図

しない」「定期的に刊行される」「比較的短い周期で刊行

される」「刊行頻度が年2回以上週1回以下である」の

5点である。このうちはじめの2点は，対象誌が学術雑

誌として二次資料に収録されているというサンプルの条

件から満たされると考えられる。定期的刊行について

は，対象誌がUlrich’sのIrregular版に収録されてい

た10誌を除いた163誌が，条件を満たすと考えられる。

これらの10誌の内，7誌は年刊，1誌は年2回刊のため・

Irregular版に収録されたと考えられる。他の年3回刊

2誌は刊行が不定期のi雑誌である。年2回以上週1回以

下という定義を満たす雑誌は166誌であるが，うち2誌

は不定期刊なので，刊行形態に関する定義を全て満たす

雑誌は164誌になる。

　次に掲載内容については，「複数の記事を掲載する」こ

とは全誌が満たしていた。「特定分野についての専門的学

問的な内容である」　「学術研究論文中心またはそれのみ

を掲載する」の2点は，調査の属性から直接には明らか

にならない。これらの条件は学問的な内容学術研究論

文などの定義が難しく，サンプルがSSCI，　SCI，『学術

雑誌総合目録』に掲載されているという前提から，ある

程度満たされているとする。広義の学術雑誌に関する掲

載内容の条件はこれらのみなので，対象誌はそれを満た

していることになる。

　掲載内容に関する狭義の条件については以下の通りで

ある。「原著論文中心，または原著論文のみを掲載する」

は，記事のタイプで明らかになる。原著論文のみを掲載

する雑誌は13誌である。「投稿論文中心，または投稿論

文のみを掲載する」ことは，記事のタイプからみる。記

事のタイプで依頼記事がある40誌を除く133誌が投稿

論文を中心に掲載すると考えられる。ただし，投稿論文

でも依頼記事でもない学会案内，editorial　reviewなど

は含まれたままとなっている。「審査された論文を掲載

する」は論文収集方法から集計した。依頼記事のみの17

誌，自由投稿のみの29誌を除く127誌である。また，「使

用言語が英語である」ことは，サンプルの前提条件であ
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る。この結果，狭義の掲載内容の条件を満たす対象誌は，

11誌となる。

　編集方法については，「編集者が一定である」ことがあ

るが，これは調査していないため明らかではない。「刊

行，編集責任者が学術団体か研究者である」ことは，編

集機関から推測する。学協会または大学が編集する雑誌

は79誌であった。ただし，出版社内で研究者が編集して

いる場合はこれに含まれていない。査読を行っている出

版社は研究者が編集に関わっていると考えられ，ここに

はあらわれていないが，定義を満たしていると考えられ

る。「自由投稿制がとられている」「査読制がとられてい

る」については，論文収集方法で明らかである。少なく

とも論文の受付日のある雑誌は156誌，少なくともレビ

ュー ﾌ日付がある雑誌は127誌である。狭義の定義を満

たす対象誌は66誌である。

　読者は，「対象読者がほぼ一定である」かどうかは明ら

かではないが，「予約購読制をとっている」ことは，価格

設定から推測できる。会員割引，個人割引など年間料金

を規定している雑誌は予約購読制と見なすと，158誌が当

てはまる。最後の「二次資料に収録されている」という

条件は，被索引機関数から明らかになるが，それ以前に

サンプルの前提条件として全心が満たしている。

　これらの結果を総合すると，対象誌面で広義の学術雑

誌の定義を満たす雑誌は164誌となる。対象誌から除か

れたものは，学術雑誌の上位概念である雑誌の定義とし

て既に満たすべき条件の，刊行頻度について問題があ

る。そのため，この「学術的な内容を掲載する雑誌」と

いう広義の定義は，実際に学術雑誌として扱われている

雑誌に対するものとして，妥当だと考えられる。

　狭義の学術雑誌の定義を満たす雑誌はINFECT　IM・

MUN，　J　ASSOC　COMPUT　MACH，　MOL　CELL

BIOLの3誌のみである。この狭義の定義は非常に限定

的である。それに当てはまる対象誌の主題分野も自然科

学のみとなっている。このような狭義の定義では，社会

科学の雑誌は学術雑誌とはならない。

　B・学術雑誌の定義の新しい条件

1．分野の違いに影響されない条件

　学術雑誌の定義について，まず，分野の違いに影響さ

れない条件を検討する。

　対象誌は幅広い分野の広義の学術雑誌である。調査に

おいて，この対象誌全てに共通である属性は，既存の広

義の定義の条件以外には存在しなかった。これは今回調

査した属性の網羅性の問題とも考えられる。しかしま

た，基本的に学術i雑誌は様々な傾向を持っており，それ

ら全てを包含する定義としては，「学術的な内容を掲載

する雑誌」以上のものはないともいえよう。なお対象誌

において比較的共通の値を持つ属性としては，抄録があ

ること，二号立ての雑誌においてページ付けが巻単位で

あることなどがあった。

　このような広義の雑誌の結果に対し，狭義の学術i雑誌

は，主題が自然科学のもののみとなっている。Ulrich’s

の主題では，INFECT　IMMUNは医学のアレルギr

免疫，MOL　CELL　BIOLは生物学の下位領域の微生物

学，JASSOC　COMPUT　MACHはコンピュータであ

る。このように分野が偏っているので，狭義の学術雑誌

に対する分野の違いに影響されない属性は，本調査の結

果では検討できない。

2．新しい側面から見いだされる条件

　先に述べたように，広義の学術雑誌に対しては，既存

の定義以外には全対象誌に共通の属性は見いだせなかっ

た。そのため，狭義の学術雑誌についてを分析する。共

通の属性は，ある分野においては狭義の学術雑誌の定義

の新たな条件となると考えられる。

　狭義の学術雑誌の属性の結果を第9表にまとめた。3

誌とも一致する属性は，編集に関しては，編集機関，投

稿資格，価格設定，ページ料金，出版国，投稿規定の有

無である。形態については，巻号立てでページ付けば巻

立て，総目次はなく総索引は著者主題があり，1ページ

目の書誌事項は完全で抄録もあり，引用は文末に出現順

にまとまっているものとなっている。掲載内容について

は，掲載記事は原著論文のみ，誌面は白黒で写真はない

点が一致している。利用に関する属性は一致するものは

ない。

　狭義の学術雑誌3誌に共通する属性の値をまとめたも

のが，第10表である。このうち，定義に加え得る新たな

条件としては，投稿規定，二号立てとページ付け，総索

引と1ページ目書誌事項，抄録と引用の書式が適切と考

えられる。不適切と考えられるものは，総目次，ページ

料金，投稿資格などである。その理由は，規格の規定と

異なった結果であること，編集機関の方針に影響される

こと，掲載内容の傾向，分野によって異なってしまうこ

となどである。

　条件として適切と考えられるもののうち，投稿規定の

掲載は，編集方法の条件の「自由投稿制をとっている」

から派生するものであり，これまでの定義に近い傾向と
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第9表狭義の学術雑誌の定義に該当する雑誌の属性

INFECT　IMMUN JASSOC　COMPUT
　　　MACH

MOL　CELL　BIOL 3誌に共通の属性

編集・発行機関

名目

｛米国微生物学会1米国計算機学会1米国微生物学会【（学協会

1　Publication　of 1　publication　of 1なし

投稿資格 陣記なし 陣記なし 囲記なし 陣記なし

価格設定 蓮華海外料金 会員料金 会員，海外料金 会員料金

ページ料金 1あり 1あり 1あり 1あり

創刊年 1　ig70 1　1954 1　1981 1レヒ較的新しい

刊行頻度 i月刊 1季刊 月刊 睡4一・2回刊

出版国 レメリカ アメリカ レメリカ 1レメリカ

論文収集方法
1　editorial　peer　rev　（

レビューあり
1　editoriai　peer　rev　ll

レビューあり

投稿規定の有無 1年・回 1年置回 1年・回 ll年・回

紙面面積
1　sss　cm2

425　cm2
1　588cm2 1比較的大きい

巻号立て
年間巻数
ページ付け法

巻号立て
年度一致年4巻
巻立て

巻号立て
年度一致年1巻
巻立て

巻号立て
年度一致年1巻
巻立て

巻号立て
年度一致
巻立て

総目次 1なし 匝し 匝し 睡し

総索引 陪者主題 陪者主題 陪者主題 1匿者主題

印刷方法 陪通 陪通 陪通 普通

割付 2組 1組 2組

1頁目書誌事項 1全嘲 1全嘲 除如 1犀嘲

各頁書誌事項 ほぼ完全 匿者タイトルのみDまぼ完全
ll

キーワード 匝し あり 1なし

抄録 1あり 1あり 1あり llあり

引用の書式 文末出現順 i文末出現順 伐末出現順 文末出現順

全掲載記事数
1　606 1　51 1　460

ll

論文数
1　sg， i　50 1　4s，

掲載記事のタイプ 隊齢文のみ 陣齢文のみ 原著論文のみ 1陣著論文のみ

レビュー論文数 lo lo lo ll　o

レビュー論文の割合 lo Io lo ll　o

総ページ数
1　34sl 1　gs， 1　36so

・論文当たりページ数15・7 1　19e4 1　7．9
il

原著1論文当たり
ページ数

4．8 21．7 7．4
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第9表　狭義の学術雑誌の定義に該当する雑の属性　続き

INFECT　IMMUN J　ASSOC　COMPUT
　　　MACH

MOL　CELL　BIOL　　3誌に共通の属性

・論文当た曙繊13・2 1　i．，
3．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll白黒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伯黒色彩　　　陣黒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1白黒

広告

引用数

1すこし

1　16617

匝し
1　80s

1すこし

1論文当たり引用数
1　27．9 i　i6．i

1　i7sos

レビa一論文引騰1・ lo

i　38．3

io 11　o

レビュー1論文当たり
引用数 o o

新規性
1　o．467 1　O．220

o o

1　1．lg7
11

引用の半減期
1　5．8

6．2 3．8

図書館所蔵数
1　i6， 1　248 1　7i

被索引機関数
1　i3

7 15

総被引用数

影響度

1　19590

1　3．447

1　1544

1　1．2s2

j　5643

1　s．3ss

ll

購読者数
1　7ioo 1　i6000 1　4000

11

第10表狭義の学術雑誌の定義の新しい条件

3誌で一致した属性 条件とする，しない理由

新たな条件

　投稿規定
　二号立て
　ページ付け
　総索引
　1ページ目書誌事項
　抄録
　引用

既存の定義の条件

　編集機関
　掲載記事
　価格設定

条件としないもの

　総目次
　ページ料金
　投稿資格
　色彩
　写真
　出版国

年1回掲載
高高立て
巻立て
著者主題
完全
あり

文末出現順

光協会
原著論文のみ
会員料金

なし
あり

明記なし
白黒
なし
アメリカ

年1回以上のものとする
規格にある
規格にある
少なくとも著者主題があるものとする
規格にある
規格にある

定義にある
定義にある
定i義にある

規格ではあるべきもの
編集機関による
編集機関による
掲載内容による
掲載内容による
各国が出版している
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　　　国

編集機関が学術団体
　または研究機関である
自由投稿制である
審査制がある
投稿規定が掲載されている
価格設定がある

　　　　，

　　巻号立て，ページ巻単位
　　論文の1ページ目に
　　　書誌事項がある　　　　→
国　　抄録がある
　　総索引がある
　　引用文献が
　　　文末出現順に並んでいる

狭義の学術雑誌

広義の学術雑誌

　　投稿され審査された
←　　原著論文である
　　使用言語が英語である 團

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊雑誌の定義は除いた

第4図　調査結果から得た学術雑誌の定義

考えられる。また，ある雑誌が学術雑誌としで機能する

ためには，投稿を考える読者に常に投稿に関する条件を

明示し，投稿者に雑誌の誌面を開放していることが必要

であろう。このように，「投稿規定を掲載していること」

というこの条件は，学術雑誌の基本的な機能と矛盾せ

ず，妥当と考えられる。

　その他の属性は，これまでの定義では検討されていな

い形態に関するものである。巻号立てとページ付け，1

ページ目書誌事項と抄録は規格の規定を満たしている。

これらの属性は情報の円滑な流通，読者の利便を図るも

のである。学術雑誌は掲載内容の部分である論文単位で

利用されることが多いため，その内容や書誌事項への手

がかりとしてこれらは必要と考えられる。それゆえ学術

雑誌の定義の新しい条件として，今後検討する価値があ

ると考える。

　以上の結果から，投稿され審査された「原著論文を掲

載する雑誌」である狭義の学術雑誌の定義には，以下の

ものが付け加えられると考える。これらをまとめたのが

第4図である。

投稿規定が年1回以上掲載される雑誌で，巻号立て

で番号がふられており，ページは巻単位で続いてい

る。読者の利用の手がかりとして総索引，各論文の

抄録があり，論文の1ページ目にはそれぞれの書誌

事項が掲載されている。引用文献は論文末に文中の

出現順で並べられている。

　本稿では，学術雑誌の定義を，学術雑誌という機能を

果たす抽象的な概念としてではなく，実際に学術雑誌と

されている雑誌から検討した。本稿の結果を新しい学術

雑誌の条件として決定するには，より大規模な調査が必

要である。また，学術雑誌の定義については，より多く

の調査研究が必要であろう。

　最後に，本研究を進めるにあたり，終始御指導いただ

いた慶鷹義塾大学文学部図書館・情報学科の上田修一教

授に心から感謝の意を表します。

1）上田修一。“学術雑誌の変貌とその要因”．図書館学

　会年報．Vol．23，　No．1，　P．7－17（1977）

2）山崎茂明．“学術雑誌レフェリーシステムの展望”．
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ACM　T　PROGR　LANG　SYS’：

ACTA　DERM一一VENEREOL　：
ADV　ATOM　MOL　PHYS　：

ADV　CLIN　CHEM　：
ADV　HUM　GENET　：
ADV　VET　SCI　COMP　MED　：

AGRON　J　：
AM　ETHNOL　：
AM　IND　HYG　ASSOC　J　：

AM　J　AGR　ECON　：
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ARCH　INTERN　MED　：
ARCH　NEUROL－CHICAGO　：
ARCH　PHYS　MED　REHAB　：

ARCH　TOXICOL　：
ARTHRITIS　RHEUM　：
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BRIT　J　EXP　PATHOL　：
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BRIT　J　PLAST　SURG　：
CAN　J　BIOCHEM　CELL　B　：

CANCER　IMMUNOL　IMMUN：
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CELL　TISSUE　RES　：
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CHEM　PHYS　LIPIDS　：

CLIN　CHEM　：
COLL　RES　LIBR　：
COMBUST　SCI　TECHNOL　：

CURR　HIST　：
CURR　TOP　MICROBIOL　：
EARTHQUAKE　ENG　STRUC：

ECON　BOT　：
EMBO　J　：
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付録　対象誌の略称と正式名称

Acm　Transactions　on　Programming　Languages　and　Systems

Acta　Dermato一一Venereologica

Advances　in　Atomic　and　Molecular　Physics

Advances　in　Clinical　Chemistry

Advances　in　Human　Genetics

Advances　in　Veterinary　Science　and　Comparative　Medicine
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American　Ethnologist
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American　Journal　of　Agricultural　Economics

American　Journal　of　Gastroenterology

American　Journal　of　Medicine

American　Journal　of　Physiology

American　Journal　of　Science
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Annual　Review　of　Microbiology
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Archives　of　lnternal　Medicine

Archives　of　Neurology

Archives　of　Physical　Medicine　and　Rehabilitation
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Arthritis　and　Rheumatism

Australian　Economic　Papers

Bulletin　of　the　Jsme－Japan　Society　of　Mechanical　Engineers

Biken　Journal

Biopolymers
Blood　Cells

British　Journal　of　Experimental　Pathology

British　Journal　of　Obstetrics　and　Gynaecology

British　Journal　of　Plastic　Surgery

Canadian　Journal　of　Biochemistry　and　Cell　Biology

Cancer　lmmunology　and　lmmunotherapy
Cell　Biology　lnternational　Reports

Cell　and　Tissue　Research

Chemical　Engineering　Research　＆　Design

Chemistry　and　Physics　of　Lipids

Clinical　Chemistry

College　＆　Research　Libraries

Combustion　Science　and　Technology

Current　History

Current　Topics　in　Microbiology　and　lmmunology

Earthquake　Engineering　＆　Structural　Dynamics

Economic　Botany

Embo　Journal
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